
楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨７月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

3



画
数
が
多
い
の
で
大
き
く
し
な
い
よ
う
に

右
に
寄
せ
て

内
側
に
絞
る

長
く
し
な
い

接
筆
は
く
っ
つ
け
な
い

接
筆
は
く
っ
つ
け
な
い

引
き
締
め
て

始
筆
は

　逆
入
で

〔
亀
〕

〔
於
〕

〔
石
〕

〔
函
〕

〔
験
〕

〔
集
〕

全
体
に
下
部
で
広
が
り
、
安
定
し
た
形
に
ま
と
め
る
。
画
数
が
多
い

の
で
大
き
く
し
な
い
よ
う
、
余
白
に
は
特
に
留
意
し
て
下
さ
い
。

偏
は
、
左
に
長
く
出
し
、
右
側
を
控
え
る
。
旁
は
上
下
に
余
白
を
残

す
。
２
つ
の
点
は
右
に
寄
せ
て
、
左
の
空
間
を
広
く
と
る
。

１
画
目
の
左
端
に
２
画
目
が
接
し
、
２
画
目
は
方
向
に
注
意
し
て
の

び
や
か
に
は
ら
う
。
口
の
位
置
に
注
意
し
、
内
側
に
絞
る
。

１
画
目
の
始
筆
は
逆
入
で
。
２
画
目
は
直
線
的
に
。
４
つ
の
点
の
方

向
と
位
置
に
留
意
し
、
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
凵
の
縦
画
は
内

側
へ
引
き
締
め
る
。

馬
は
縦
長
に
ま
と
め
て
左
に
寄
せ
る
。
１
画
目
と
３
本
の
横
画
の
始

筆
は
く
っ
つ
け
な
い
。
旁
は
上
下
が
ず
れ
な
い
よ
う
配
置
に
注
意
す

る
。

全
体
に
縦
長
に
ま
と
め
る
。
２
画
目
と
上
３
本
の
横
画
は
接
し
な
い
。

木
の
１
画
目
は
長
く
し
な
い
。

楷
書
臨
書
課
題
解
説

楷
書
臨
書
課
題
解
説

孔
子
廟
堂
碑（
虞
世
南
）

こ
う

し
び
ょ
う
ど
う
の
ひ

ぐ

せ
い
な
ん

〔
亀
於
石
函
験
集
〕（
飛ひ

）亀き

を
石せ

き

函か
ん

に（
弁べ

ん

じ
）、
集し

ゅ
う（
隼し

ゅ
ん

を
金き

ん

櫝と
く

に
）験し

め

す
。

原　

帖

※
験
は
欠
け
て
い
る
為
、
城
武
本
よ
り
と
り
ま
し
た
。
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行書臨書課題（漢字半紙部） 古 川 暁 洲 臨７月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

5



方
向
を
変
化
さ
せ
て

下
部
で
広
が
る
形
に

立
て
ぎ
み
に

ゆ
っ
た
り
と

左
に
長
く
出
す

思
い
切
っ
て
左
に
長
く

〔
清
〕

〔
恵
〕

〔
風
〕

〔
和
〕

〔
暢
〕

〔
仰
〕

氵
は
軽
快
に
、
偏
と
旁
の
間
を
広
く
あ
け
る
。
青
は
横
画
の
長
短
・

太
細
・
入
筆
の
角
度
の
変
化
。
横
画
三
本
を
書
き
、
縦
画
は
突
き
抜

け
て
月
の
１
画
目
縦
画
と
つ
な
が
る
。

横
画
は
間
隔
を
不
等
分
割
に
、
方
向
も
変
化
さ
せ
て
。
中
央
縦
画
は

打
ち
込
み
強
く
。
　
は
横
広
に
ま
と
め
、
最
終
画
は
外
側
に
出
す
。

１
画
目
は
立
て
ぎ
み
に
終
筆
は
軽
く
は
ね
る
。
２
画
目
は
右
肩
を
上

げ
る
。
䖝
は
縦
長
に
、
最
終
画
は
省
略
さ
れ
る
。

　
の
２
画
目
は
打
ち
込
み
強
く
入
筆
し
、
左
に
長
く
。
偏
か
ら
旁
の

動
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
。
旁
は
口
で
は
な
く
日
に
な
っ
て
い
る
。

申
は
日
の
下
部
の
組
み
方
に
注
意
し
、
最
終
縦
画
は
そ
の
右
寄
り
を

突
き
抜
け
る
。
昜
は
上
部
狭
く
、
下
部
を
広
く
書
く
。

１
画
目
の
方
向
に
気
を
配
り
、
２
画
目
は
ふ
く
ら
み
を
つ
け
て
、
卬

の
１
画
目
は
左
か
ら
右
へ
書
く
。

行
書
臨
書
課
題
解
説

行
書
臨
書
課
題
解
説

蘭
亭
叙（
王
羲
之
）

ら
ん
て
い
じ
ょ

お
う

ぎ

し

原　

帖

〔
清
恵
風
和
暢
仰
〕（
気き

）清す

み
、
恵け

い

風ふ
う

和わ

暢ち
ょ
う

せ
り
。
仰あ

お

ぎ
て
、

6



草書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨７月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
旭
水
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

7



回
転
を
リ
ズ
ム
よ
く筆

順
に
注
意

し
だ
い
に
太
く

中
鋒
で
重
厚
に

上
部
広
く
、
下
部
は
縦
長
に

動
き
を
大
き
く
、
筆
脈
を
通
す

偏
の
上
下
に
余
白
を
作
り
、
懐
を
広
く
と
る
。
旁
は
回
転
を
リ
ズ
ム

よ
く
運
筆
し
、
最
終
画
は
し
だ
い
に
筆
圧
を
加
え
る
。

肩
を
基
軸
に
し
、
大
き
な
懸
腕
運
動
で
書
く
。
画
の
交
差
す
る
部
分

も
多
い
の
で
、
筆
の
動
き
を
よ
く
観
察
し
て
、
確
実
な
運
筆
を
。

士
の
部
分
は
中
鋒
で
重
厚
に
。
偏
と
旁
の
間
の
余
白
を
広
く
あ
け
る
。

旁
は
余
白
に
留
意
し
、
軽
快
な
動
き
で
、
最
終
画
は
し
だ
い
に
筆
圧

を
か
け
、
抜
く
感
じ
に
。

上
部
　
は
思
い
き
り
高
低
差
を
つ
け
る
。
必
の
筆
順
に
留
意
し
、
右

の
王
か
ら
左
払
い
へ
。
必
を
横
広
に
つ
く
り
、
安
定
し
た
形
に
。

偏
は
点
に
大
小
の
変
化
を
つ
け
、
旁
は
下
へ
行
く
に
従
っ
て
太
く
、

な
め
ら
か
な
カ
ー
ブ
で
。
全
体
に
小
さ
く
引
き
締
め
て
。

上
部
は
幅
広
く
、
下
部
は
狭
く
縦
長
に
ま
と
め
る
。
筆
脈
を
切
ら
さ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
書
く
。

〔
設
〕

〔
席
〕

〔
鼓
〕

〔
瑟
〕

〔
吹
〕

〔
笙
〕

草
書
臨
書
課
題
解
説

草
書
臨
書
課
題
解
説

真
草
千
字
文
（
智
永
）

し
ん
そ
う
せ
ん

じ

も
ん

ち

え
い

〔
設
席
鼓
瑟
吹
笙
〕
席せ

き

を
設も

う

け
、
瑟し

つ

を
鼓こ

し
笙し

ょ
う

を
吹ふ

く
。

原　

帖
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中 字 課 題（漢字半紙部） 佐々木彩苑 書７月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

読
み
︱
風か

ぜ

は
禅ぜ

ん

堂ど
う

に
起お

こ
っ
て
松し

ょ
う

韻い
ん

微び

な
り　
　
　
　
　
　

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

意
味
︱
風
が
寺
に
吹
い
て
か
す
か
に
近
く
の
松
を
鳴
ら
す
音
が
す
る
。
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調和体（漢字かな交じり文）課題 津島春汀書７月号

※出品段級位（調和体部 新級〜八段）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
猛◎

暑
を
お
し
の
け
る
よ
う
な
夕
立
の
襲　

来
に
ほ
っ
と
一◎

息
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
吹
き

　
　
　

抜
け
る
風
の
爽
や
か
さ
草◎

花
の
水
滴
が　

き
ら
〳
〵
と
輝
い
て
い
ま
す

12



漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

書
き
出
し
含
墨
十
分
に

淡
々
と

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

重
厚
に

爽
や
か
に
収
め
る

し
っ
か
り
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
堂
々
と

◎

◎

◎

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

岡 田 契 雪 先生 書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

使
用
筆（
白
神
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
使
用
墨（
頂
煙
翰
墨
自
在〈
固
型
〉）

る
要
点
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
か
ら
新
し
い
紙
に
向
か
っ
て
下
さ
い
。
ち
ょ
っ
と

視
点
を
変
え
て
み
る
と
、
何
か
得
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
『
個
々
の
文
字
の
書
表
現
に
つ
い
て
は
、
書
き
易
い
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の

が
あ
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
書
き
易
い
も
の
で
も
、
他
と
ダ
ブ

ら
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
、
１
行
目
の
夜
・
遙
、
２
行
目
の
釵
・
逐
の
終
画
が
同

一
方
向
に
な
ら
ぬ
よ
う
留
意
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
岡
田
契
雪
先
生
よ
り
）

　

紙
も
大
切
な
資
源
で
す
か
ら
エ
コ
の
面
か
ら
も
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
効
率
よ

く
学
習
す
る
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
闇
雲
に
枚
数
を
重
ね
ず“
目

習
い
”
か
ら
始
め
て
下
さ
い
。
手
本
を
眺
め
て
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

が
む
し
ゃ
ら
に
筆
を
進
め
て
い
る
と
、
字
を

覚
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
つ
い
筆
が
走
っ
て
、

形
や
構
成
を
見
落
と
し
た
り
、
大
き
な
字
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
１
枚
書
く
毎
に
、

前
の
も
の
と
比
べ
た
り
、
壁
に
吊
っ
て
み
る
な

ど
し
て
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
じ

っ
く
り
考
察
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

漠
然
と
模
倣
を
繰
り
返
さ
ず
、
字
間
や
行
間
・

文
字
群
・
大
小
な
ど
、
骨
法
書
に
示
さ
れ
て
い

〔
幾

◎

當
孤
月
夜　

遙
望
七
香

◎

車　

羅
帶
因
腰
緩　

金

◎

釵
逐
鬢
斜
〕
羅ら

愛あ
い

愛あ
い　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
幾い

く

た
び
か
孤こ

月げ
つ

の
夜よ

に
当あ

た
り
、
遥は

る
か

に
望
む
七し

ち

香こ
う

車し
ゃ

。
羅ら

帯た
い

腰こ
し

に
因よ

り
て
緩ゆ

る

く
、
金き

ん

釵さ

鬢び
ん

を
逐お

い
て
斜な

な

め
な
り
。

意
味
︱
な
ん
ど
か
月
だ
け
が
輝
く
夜
に
、
遥
か
に
七
香
車
を
眺
め
た
も
の
。
羅

う
す
ぎ
ぬ

の
帯
は
腰
が
細
く
な
っ
て
ゆ
る
み
、
金
の
釵

か
ん
ざ
し

は
鬢
の
毛
に
従
っ
て
傾
く
。

　

※
七
香
車
…
多
く
の
香
料
を
塗
り
多
く
の
香
木
で
作
っ
た
車
。
そ
れ
に
彼
が
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
重

◎

九
會
郡
樓　

山
淸
氣

◎

爽
九
秋
天　

黃
菊

◎

紅
茱
滿
泛
舩
〕　

読
み
︱
重ち

ょ
う

九き
ゅ
う

に
郡ぐ

ん

楼ろ
う

に
会か

い

す
。
山
清
く
気
は
爽さ

わ

や
か
に
九き

ゅ
う

秋し
ゅ
う

の
天
、
黄こ

う

菊ぎ
く

紅こ
う

茱し
ゅ

泛は
ん

船せ
ん

に
満み

つ
。

意
味
︱
重ち

ょ
う

九き
ゅ
う

に
郡
楼
に
会
す
。
山
は
す
が
す
が
し
く
秋
の
空
は
気
分
も
さ
わ
や
か
、
黄
色
の
菊
と
赤
い
茱し

ゅ

萸ゆ

は
浮
か
べ
た
船
に
い
っ
ぱ
い
。

使
用
筆（
神
技
北
斗
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

で
き
る
だ
け
広
く
。
こ
れ
に
加
え
時
速
５
・
４
㎞
位
の
速
歩
で
歩
く
の
が
一

番
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
上
が
る
そ
う
で
す
。
健
康
な
か
ら
だ
作
り
を
し
、
爽
快

な
気
分
で
筆
を
持
つ
と
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
美
し
い
作
品
が
書
け
る
。
自

然
に
数
学
の
よ
う
な
公
式
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

課
題
、
重
～
樓
は
今
月
か
ら
始
ま
る
詩
の
題
で
す
。

　

七
夕
の
号
で
す
の
で
半
切
挑
戦
に
足
踏
み
を
し
て
い
る
書
友
は
、
ど
う
ぞ

一
歩
前
へ
進
ん
で
下
さ
い
。

樓
＝

　
　

◆
蜀し

ょ
く 

素そ 

帖ち
ょ
う

（
米べ

い

芾ふ
つ

）

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。」
１
年
間
に
行
っ
た
運
動
の
ダ
ン
ト
ツ
１
位
だ
そ
う
で
す
。

　

書
友
の
皆
さ
ん
か
ら
、
あ
ぁ
そ
れ
な
ら
毎
日
や
っ
て
る
よ
！
と
い
う
胸
を

張
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
手
軽
に
で
き
る
こ
と
も
あ
っ
て
昨
今

の
健
康
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
散
歩
な
ど
を
含
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人
口
は
、
４
，

０
０
０
万
人
超
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

私
の
家
の
周
り
で
も
特
に
早
朝
や
夕
方
、
格
好
の
良
い
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
颯

爽
と
、
あ
る
い
は
初
心
者
ら
し
く
ダ
ラ
ダ
ラ
と
重
い
足
取
り
を
引
き
ず
り
歩

く
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
最
も
身
近
な
運
動
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
多
く

の
健
康
効
果
（
生
活
習
慣
病
・
肥
満
・
老
化
・
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
）
が
期

待
で
き
ま
す
が
、“
ダ
イ
エ
ッ
ト
”
の
た
め
に
す
る
人
も
多
い
と
か
。

　

正
し
い
歩
き
方
は
①
視
線
は
真
っ
直
ぐ
前
に
向
け
る
。
②
な
る
べ
く
膝
を

曲
げ
な
い　

③
か
か
と
か
ら
着
地
し
、
つ
ま
先
で
蹴
り
出
す　

④
顎
を
引
い

て
背
筋
を
伸
ば
す
。
⑤
腕
は
90
度
に
曲
げ
、
リ
ズ
ム
よ
く
振
る　

⑥
歩
幅
は

〔
幾

◎

當
孤
月
夜　

遙
望
七
香

◎

車　

羅
帶
因
腰
緩　

金

◎

釵
逐
鬢
斜
〕
羅ら

愛あ
い

愛あ
い　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
幾い

く

た
び
か
孤こ

月げ
つ

の
夜よ

に
当あ

た
り
、
遥は

る
か

に
望
む
七し

ち

香こ
う

車し
ゃ

。
羅ら

帯た
い

腰こ
し

に
因よ

り
て
緩ゆ

る

く
、
金き

ん

釵さ

鬢び
ん

を
逐お

い
て
斜な

な

め
な
り
。

意
味
︱
な
ん
ど
か
月
だ
け
が
輝
く
夜
に
、
遥
か
に
七
香
車
を
眺
め
た
も
の
。
羅

う
す
ぎ
ぬ

の
帯
は
腰
が
細
く
な
っ
て
ゆ
る
み
、
金
の
釵

か
ん
ざ
し

は
鬢
の
毛
に
従
っ
て
傾
く
。

　

※
七
香
車
…
多
く
の
香
料
を
塗
り
多
く
の
香
木
で
作
っ
た
車
。
そ
れ
に
彼
が
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）
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３
字
で
ひ
と
つ
に

２
字
で
ひ
と
つ
に

太
く

太
く

太
く

◎

◎

漢
字
条
幅
一
行
課
題

漢
字
条
幅
一
行
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
三
段
）

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
五
段
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

佐 々 木 彩 苑 書

初等…四半切（約68×約17.5センチ）
一行…半　切（約136×約35センチ）

使
用
筆（
初
等
・
心
月　

一
行
・
翔
龍
）・
使
用
紙（
初
等
・
四
半
切
華
心
箋　

一
行
・
半
切
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

〔
湖

◎

聲
蓮
葉

◎

雨
〕
帳ち

ょ
う　

籍せ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
湖こ

声せ
い

蓮れ
ん

葉よ
う

の
雨あ

め　
　

意
味
︱
湖
に
聞
こ
え
る
声
は
蓮
の
葉
に
降
る
雨
の
音
。

・「
声
」
の
一
画
目
は
太
く
始
ま
り
、
３
画
目
は
バ
ネ
を
き
か
せ
て
細
く
。

「
耳
」
は
右
寄
り
に
つ
く
る
。

・
山
場
で
す
。
カ
ス
レ
も
出
し
て
、
運
筆
に
ス
ピ
ー
ド
の
変
化
を
。

・
墨
継
ぎ
で
す
。
密
度
濃
く
て
、
大
き
さ
の
順
番
は
２
番
目
か
な
。

・
最
後
の
字
で
す
、
安
定
す
れ
ば
佳
‼

　

今
年
も
又
、
７
月
９
日
・
10
日
と
「
日
本
教
育
書
道
会
特
別
研
修
会
」
が
開
か
れ

ま
す
。　

　

各
書
道
展
へ
出
品
の
た
め
の
２
×
８
尺
長
尺
も
の
か
ら
毎
月
の
課
題
全
般
の
日
ご

ろ
悩
ん
で
い
る
部
分
の
解
消
、
八
段
位
受
験
の

た
め
の
研
修
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
昨
年
も
書
き

ま
し
た
が
、
や
は
り
一
年
の
中
で
も
楽
し
み
な

研
修
会
で
す
。

　

暑
い
・
あ●

つ●

い●

季
節
が
や
っ
て
来
ま
す
が
、
今

月
号
は
「
条
幅
お
す
す
め
月
間
」
で
す
。
こ
の

機
会
に
取
り
組
ん
で
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

さ
て
今
月
号
の
墨
継
ぎ
は
「
葉
」
で
す
。

・「
氵
」
は
太
目
に
「
古
」
の
一
画
目

も
重
く
。
偏
と
旁
の
高
さ
を
変
え
て
。

一行課題原寸大手本500円で販売しております。

〔
湖
〕

〔
聲
〕

〔
雨
〕

〔
葉
〕

〔
蓮
〕
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実 用 課 題７月号
※

今
月

号
は

出
品

で
き

ま
せ

ん
。

三
浦

芳
汀

書
菅

野
華

翠
書

暑中お見舞申し上げます　連日の猛暑日です　どうかご自愛下さい

暑中お見舞い申し上げます　今年も猛暑が続いております　くれ〴〵も御自愛下さいますようお祈り申し上げます
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か　な　課　題（かな半紙部） 湯川三壽先生書７月号

注
意
→
支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は

　
　
　

鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

使
用
筆（
南
風
）・
使
用
紙（
か
な
用
料
紙
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

※
19
ペ
ー
ジ
に
解
説
が
あ
り
ま
す
。

読
み
︱
星ほ

し

多お
ほ

み
晴は

れ
た
る
空そ

ら

は
色い

ろ

濃こ

く
て
吹ふ

く
と
し
も
な
き
風か

ぜ

ぞ
涼す

ず

し
き
（
藤
原
為
子
）

意
味
︱
星
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
の
で
、
晴
れ
て
い
る
空
は
濃
紺
の
色
が
印
象
的
に
感
じ
ら
れ
、
吹
く
と
も
な
く
吹
く
風
が
ま
こ
と
に
涼
し
い
。

本ほ

し
お
保ほ

三み

八は

れ
多た

る
空
者は

色
こ
く
て
ふ
く
と
し
も
な
支き

可か

せ
曽そ

す
ゝ
し
き
（
◎
は
墨
つ
ぎ
）

◎

◎

※出品段級位（かな半紙部 新級〜八段）　 　 　 　 　 　 《 短 歌 課 題 》
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行
を
右
へ
移
動
す
る

２
行
目
上
部
渇
筆
に

太
さ
の
持
続

太
さ
の
持
続
（
上
の
ポ
イ
ン
ト
よ
り
墨
量
少
な
く
）

細
く
小
さ
く

　
　
書
き
始
め
る

２
行
の
疎
密
の
対
比
を
捉
え
ま
し
ょ
う

疎

疎

疎

疎

疎

疎

疎

密

密

密

密

密

密

密

◎

◎

か
な
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
か
な
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

湯 川 三 壽 先生 書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

　

連
線
は
、
か
な
書
き
の
流
動
美
を
つ
く
る
こ
と
で
、
の
び
や
か
さ
を
出
し
、
数
文
字
を
合

わ
せ
て
塊
と
し
、
流
れ
に
リ
ズ
ム
を
つ
け
、ア
ク
セ
ン
ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。
簡
略
化
さ
れ

た
か
な
を
よ
り
美
し
く
多
様
な
表
現
を
可
能
に
す
る
連
線
の
技
法
を
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

書
は
造
形
芸
術
を
兼
ね
そ
な
え
た
一
過
性
で
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
一
度
書
い
た
上
を
二
度
書
く
と
い
う
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
気
に
筆
が
運
ば
れ
て
成
立
す

る
芸
術
で
、
ぬ
り
重
ね
た
り
、
け
ず
り
取
っ
た
り
と
い

う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
一
つ
の
線
が
命
で
あ

り
、
線
を
き
た
え
る
こ
と
が
、
そ
の
人
の
持
ち
味
を
生

か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
『
今
月
は
、
２
行
の
対
比
に
注
目
し
て
書
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
字
間
の
疎
密
、
線
の

太
細
、
文
字
幅
の
広
狭
を
捉
え
て
下
さ
い
。
特
に
２
行
目
を
書
く
時
は
、
１
行
目
を
視
野
の

中
に
入
れ
な
が
ら
、
幅
の
広
い
字
を
横
に
並
べ
な
い
よ
う
に
、
字
幅
の
相
反
す
る
と
こ
ろ
を

表
現
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
湯
川
三
壽
先
生
よ
り
）

使
用
筆（
雅
）・
使
用
紙（
か
な
条
幅
用
紙
半
切
・
桂
風
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

〔
本ほ

四し

お
保ほ

三み

者は

れ
多た

る
空
者は

色
こ
く
て
婦ふ

具く

と
し
も
な
支き

風
所そ

涼
し
き
〕　

読
み
︱
星ほ

し

多お
ほ

み
晴は

れ
た
る
空そ

ら

は
色い

ろ

濃こ

く
て
吹ふ

く
と
し
も
な
き
風か

ぜ

ぞ
涼す

ず

し
き
（
藤
原
為
子
）

意
味
︱
星
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
の
で
、
晴
れ
て
い
る
空
は
濃
紺
の
色
が
印
象
的
に
感
じ
ら
れ
、
吹
く
と
も
な
く
吹
く
風
が
ま
こ
と
に
涼
し
い
。

◎

◎

読
み
︱
星ほ

し

多お
ほ

み
晴は

れ
た
る
空そ

ら

は
色い

ろ

濃こ

く
て
吹ふ

く
と
し
も
な
き
風か

ぜ

ぞ
涼す

ず

し
き
（
藤
原
為
子
）

意
味
︱
星
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
の
で
、
晴
れ
て
い
る
空
は
濃
紺
の
色
が
印
象
的
に
感
じ
ら
れ
、
吹
く
と
も
な
く
吹
く
風
が
ま
こ
と
に
涼
し
い
。
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つめて

つめて

渇筆に
伸びやかに

疎

疎

疎

密

密

◎

◎

小
さ
く

右
上
が
り
に

左
に　長

く

中心中心中心

長
く
の
び
や
か
に

短
く

動
き
を
大
き
く

中
字
課
題
解
説

中
字
課
題
解
説

調
和
体
課
題
解
説

調
和
体
課
題
解
説

（◎印は墨つぎ）
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